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MBWA方式による経営学教育の試み
         一一学習と卒業研究一一

(. ' 4 )

西園英昭＊

An b;ducation of Business Ad'm. inistration
by MBWA S'tyle(4)
  一'一一 . Study and Graduation Research 一一…一一一一

1. . はじめに一 ''考える''学習の試み…

 日本総合研究所フェロ…の田坂広志は伍経営学理論''

の意味について次のように述べている。

 「''経営''における現実の世界は、 ''経営学''にお

ける理論とは異なっているのです。それは決して理論

通りに動いているわけではないのです。では経営学に

おける様々な''理論''の意味は何でしょうか。

 経営学における狸論''といういうものは、ある意

味で''補助線''のようなものです。まさに生命体のご

とく複雑に入り組んだ経営の現実を、ある'視点から切

取ることによって、その生命体の一つの本質を見やす

くするために用いられる''補助線''なのです。」ω

 筆者は授業で、 『経営学は''経験の科学''です。過

去の経験から理論が生まれています。ところが経営の

現場は時々刻々変化しています。特に、現在は経営環

境が180度変わっています。過去の経験から生まれた

理論はその有効牲を失っているかも知れません。また、

経営学は''実践の科夢です。実践からも理論の有効

性が問われています。』と学生に説いている。

 授業は''理論を伝える''ことが主体となる，，そこで、

学生には『''覚える''勉強でなく考える''職漁を

説き、授業の教材にできるだけ具体的な事例を活用す

るMBWA(Managemen t by Wandering Around:俳徊

方式の経営)スタイルを取っている。理論という補

助線''を用いて、具体事例の意味についての筆者の理

解を伝える授業を試みている。

 しかし、授業はどうしても教官の''考え''を学生に

伝える''片方向''となる。そこで、卒業研究では、あ

るテー・一. マについて学生と教官が''双方向''で考える学

習を試みている。

 卒業研究での教官の役割は''問題提起者''であり、

''助言者''である。考える主体は学生である。したが

って、テーマを決めるのも学生である。''どんな視点

でテーマを決めるか''から学習が始まる。

Hi. deaki NISIZONO

2. 実施計画一一一仮説検証スタイルの卒業思考…

(1)卒業研究のスタイル

 筆者は、筆者が属する経営情報学科の卒業研究には

3っのスタイルがあると考える。

 ■卒業勉強:あるテーマ、理論について深く勉強す

      るスタイル。

●卒業製作:あるテ…マに関する情報処理システム

      を製作するスタイル。

●卒業思考:あるテー一一マについて、自分の意見・考

      えをまとめるスタイル。
筆者が志向しているのは''卒:業思考''スタイルであ

る。学生の主体性が弱いと''卒業思考''は''卒業遊び''

になる危険がある。

(2)参加学生の募集

(2(》01年12月 6日受理)
＊宇部工業高等専門学校経営情報学科

 制約条件の理論(TOC:Theory of Constraints)

の普及をめざして書かれた小説「ザ・ゴール1の中で、

主人公がこんなことを語っている。

 「科学者が、どのように課題にアプローーチするかだ。

僕たちが普通ビジネスでやっていることと、ずいぶん

違うんだ。最初は、あまりデータの収集をしない。反

対にまず、何か現象、つまり自然界の事実をランダム

に取り上げる。そしてそれに関する仮説を立てるんだ。

仮説とはその現象が存在する理由、もっともらしい理

由を推測するものだ。ここからが面白い。『If(もし

・・ ﾈらば)、Then(・・というようになる)』とい

う考え方をするんだ。物事の関連性を説く、この考え

方がすべての基本なのだ。 立てた仮説から結果を論

理的に導き出す，，一番大変なのは、予想した事象が実

際に存在するのかどうかを証明することだね。予想し

た結果が証明されればされるほど、根本にある仮説が

正しいということになる。1ω

 筆者が志向する''卒麹思考''を実現するための、卒

業研究の実施スタイルは''仮説検証''スタイルをと一，

ている。そこで、卒研学生の募集時に、次のように学

生に呼びかけている。

 『わたしの研究室の卒業研究では、授業で学習した
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''経営理論''''経済理論''を使って、みなさんが''目

にする''できごと、''関心を持つ''できごとについて

‘考えてもらう''ことを基本とします。したがって、

こちらから''テーーマを割りつける'ことはしません。

自分でテーマをもって参加されることを歓迎します。

もちろん‘テーーマのヒント''を示したり、''テー一一マを

決める''相談にはのります。』

(3)研究・指導のステップ

 ''卒業思考''の卒業研究とは学生主体の活動である。

学生には、最初に表1のような研究ステップとチェッ

クポイントを示している。各ステップと仮説検証サイ

クルの関連は次のようになる。

 ●第1・2:テーマの確定とテーマについての仮説設定

 ●第3 :仮説を検証するデー一一タの収集。作成

 ●第4 :デーータよる仮説の検証

●第5・6:活動経過と結果のドキュメント化

表1 卒業研究のステップ

3. テー一一マの設定一一一当事者意識のテーマづくり一

(1)仮説検証のテー. 一マづくり

曝;l
   iついて勉強

，ブ「冨業内容

τ可黙

第2ゆテーマの絞対象鯛を絞りこむ

 り込み

④研究計画の

 作成

興味のあること

調べたいこと

どんな課題があるか

どんな議論があるか

日限「

第3

第4

第5

⑤基礎研究

⑥テーマ確定

⑦第2回研究
 計画の作成

⑧応用研究

⑨論文目次の

 作成

⑩目次にそっ

 た研究

⑪中間発表会

   1⑫補充研究
   t

'第 ﾜ董出

4/末
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作業項目・作業日程

計画に沿った作業
テーマにアブU一一チする撫の確定

夏休み中にすること

を計画

夏休み中の活動
どんなストーリにまとめるか

今までに調べたこと

今から調べること
今まGべたことの擁

謂畝照、る事⑳謹

テ…マの再確認
今までにやったことの発表

テーマについての自分の考えをまとめる

初
初
初

/
/
/7

7
79/初9/初

11/物

11/蜘

欄職までに残ったこと11/末

笠雲ヒ！

 ''卒麹思考''のテーマ・対象は、学生が日ごろ''目

にする'' ''関心を持つ''できごとである。決してアカ

デミックなテーマではない。また、 ''卒業思考''を

''仮説検証''スタイルにするために、‘テーマは学生

が決める''ということとともに、 ''テーマを取り上げ

た理由''と''テーーマに対する自分なりの答え(仮説と

呼ぶ)''を提示することを学生に求めている。卒業研

究とはその仮説の有効性を検証するプロセスである。

小説「ザ・ゴール」の主人公が言う‘科学者''の課題

アプローチ方式である。

 ㈱HRインスティテユー一一ト代表の野口'吉昭は、仮説

検証思考について次のように述べている。

 「仮説検証サイクルは決して難しいものではない。

難しいのは、その中身のほうだ。仮説検証サイクルは、

①変化を把握する、②仮説を設定する、③情報を収集

＆分析する、④仮説を実行・精緻化・修正する、の4

っのステップになる。①は、マクロ環境、業界＆市場、

自社内の変化を把握することだ。環境変化の把握と問

題意識・危機意:識・当事者意識の三つの意識で仮説は

生まれえる。三つの意識がなければ、たとえ仮説が生

まれたとしても決してまともなものではない。1(3)

 野口が説く仮説検証サイクルに卒業思考のステップ

を当てはめると、''変化を把握する''とは''テーーマの一

設定''であり、 ''情報の収集＆分析''が卒業研究の主

作業となる。卒業思考を充実するには''テーマの設定''

が重要である。三つの意識のテーマ選びになるように、

次のような指導を実施している。

 ●テーーマの絞りこみ ・・… 当事者意識

 ●アプローチの視点づくり…  問題意識

 ●現在を考えるテーマづくり・・危機意:識

 次ページの表2に、1期生から6期生(現5年忌)

までの卒業論文のタイトルを示す。6期生は第2ステ

ップの仮テーマである。あわせて、‘テーマを取り上

げた理由''と''テーtマ選択の区分''を示す。テーーマ選

択の区分に示すように、31テーマのうち26テーーマは、

学生が自らテーマをもって参加してきたものである。

(2)当事者意識のテ…マづくり

 表2に示すのは卒業研究の最後に提出する卒業論文

のタイトルである。自らテーマをもって参加する学生

が多数と言っても、最初に示すテーマは極めて抽象的

であったり、表面的なものが多い。''卒業思考''の指

導の第一歩は、当事者意識の持てる課題に、テーマを

誘導することである。その第1の方法は、研究の対象・

課題を絞り込み、具体的テーーマにすることである。
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 ''テーマの絞    表2 卒業研究テーマー帰

り込み''につい

て2期生を例に
紹介する。

 2期生(1997年

度)は全員自分の

テーーマをもって

参加した。テー

マに、丁度注目

を集め始めてい

たインターーネッ

トをあげる学生

が多かった。し

かし学生の表現

は、 ''インター

ネットについで

''ネットショッ

ピングについで

という漠然とし

たものだった。

そこで、学生に

関心の対象につ

いて次のように

問いかけた。

●インターネッ

 トの仕組みで

 すか、ネット

 の活用ですか。

●企業での活用

 ですか、家庭

 での活用です

 か。

●ネットショッ

 ビングは売る

 立場ですか、

 買う立場です

 か。

 また、''自動

車''とか''ゲー

ム機''という話

題の製品を取り

上げた学生には、

●製品そのもの

 を対象とするのですか、製品を製造・販売する企業

 を対象とするのですか。

●企業を対象とする場合、業界という広い対象で考え

 ますか、個別企業を対象とするのですか。

●個別企業を対象とする場合、生産・販売などの特定

 機能を対象とするのですか、企業の総合的戦略を対

 象とするのですか。

一
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度
一
N
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           7
@
 
 
卒
業
論
文
タ
イ
ト
ル
1

テーーマ選定の理由
厭

96-1
i若い雄向け雑誌四誌の違闘究 i良く似た女性向け雑誌が多い

◎
9
自
 
り
0

情報化社会におけるチラシの研究

L告における販売促進活動の性格 葬錨面謝劉
4 化粧品業界における要町鹸と醸醐鰍 低価格化粧品が増加している ◎

5 人間関係の今日的再検討 人間関係は重視されないのか ◎

6 媒体別広告の特色の研究 商品と広告媒体の関係は ◎

97-1 家庭へのコンピュータ普及の獄と課翻院 PCは一般家庭に普及するか ◎

2 カタログ販売の現在の動向と将来性にっいて 通信販売への参入が増加 ◎

3 インターネットショッピングに謝研究 インターネットが注目 ◎

4 テレワークの現状と課題にっいての研究 コミュニケーション手段が多靴 ◎

5 鋤車響碓餌撒一マツダとトヨタの例一 経営戦略と企業ランクの関連は ◎

6 アパレル業界における広告の効果にっいて鯛院 アパレルの広告は違うのか ◎

7 次世代家庭用ゲーム機の販売戦略の研究 ゲーム機メーカの競争が激化 ◎

98-1 二輪車の需要構造磁と二輪車メーカの輔 原動機付自転車が増加 ◎

2 海外企業の人材募集内容と日本企業との雌 海外で働くのが夢 ◎

99-1 携帯電話の機能の変化 携帯電話が急増 ◎

2 地方の時代と市町村合併 あちこちで市町村合併が話題に ◎

3 航空業界の販売チャネルの研究 チケット販売にインターネヲトが最適 ◎

4 低成長時代と年金会計 退職金・年金が話題に

5 航空会社の価格戦略 航空運賃の低価格化は進むのか ◎

6 高齢化社会と401(K)型年金制度 世代閻相互扶助に賛成するか

00-1 軽自動車の需要動向とメーカの対応 軽自動車が再増加している ◎

2 シングルCD売上げ減少の要因の研究 シングルCDの売上減の要因は ◎

3 インターネット広告の可能性 広告の意味が変わっている ◎

4 NPOのマネジメント NPOって何だろう ◎

5 退職給付会計への対応と企業経営の分析 退職給付会計の仕組みは

01-1 退職金制度の将来 サービス業界の退職金が少ない訳は ◎

2 銀行のM＆A M＆Aって何だろう ◎

3 消費者保護の法律について 私たちと法律の関係は ◎

4 地方自治体の財務分析 地方自治体は破産するのか ◎

5 ペイオフ凍結解除を巡る問題 ペイオフは私たちに関係あるの ◎
1

◎
◎

(o)

＠

＠

●個別企業を対象とするとき、特定企業だけを調べる

 のですか、他社との比較という手法を取るのですか。

 いろいろと問いかけることにより、学生の問題意識

が明確になり、テーマが絞られてくる。

 次ページの表3に2期生のテーマの対象が研究ステ

ップによって変化していった経過を示す。
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酬イ＿ト1P＿

   表3 テ一一マの絞りこみ(第2期生一一1997年度一一の事例)

1瓢丁無難司鋤癒漏素心2魏み(6/19)

  21おもちゃ・通販
  3臣ダネ，樋販

L親ト
一一一一一一n一一一L一''一

卒業論文タイトル

響翻糠轡糾鶴獺≡灘1灘
                   テレワークの現状と課題について囎   lSOHO     ビジネスにおけるコミュニケーーションの翻

獣雑学1劃耀難灘1謝
              表4 テー一一マと授業科目との関連

(3)問題意識のテ…マづくり

！

 学生が持ってくるテーーマには、学生の興味・趣味に

まつわるテーーマが多い。こうしたテ…マについては、

授業科目と関連づけて考えるように誘導している。卒

業思考と授業を''双方向''の学習とし、学生が理論と

いう補助線''の有効性を考える機会としている。

 表4に学生が取り上げたテ…マと、筆者が担当して

いる授業科目との関連を示す。

 学習には『理論による学習''と''体験による学習''

がある。経営学の勉強の最大の問題点は、学生が‘経

営9を''体験''することが難しいことである。経営活

動のなかで学生が体験できるのに''消費者''としての

体験がある，，したがって、学生が提示するテー一一マには

''マーケティング論''に関連するテーーマが多い。

 もう一つは、生活者としての体験・興味からある財

をテーーマに取り上げるケーースが多い。

 ●オートバイが好き。原動機付自転車が増えている。

  オートバイはなくなるのか。

 ●軽自動車を買う人があふえた。なぜ、今、軽自動

  車が増えるのか。

 ●次世代の家庭用ゲーム機が一斉に開発されている。

  売れるのだろうか。

 ●シングルCDの売上げが減少している。シングル

  CDは衰退するのか。

といったテーマには、消費者の''購入動機''からアプ

ローチするよう指導している。 ''購入動機''は自分や

回りの人の視点から考え得る。学生には購入動機の

変化''を考え、購入動機の変化から''企業戦略の変化''

を考えることを求めている。

 ''テーマは自分で''という指導方針から、最近では

胃盲町村合併'' ''NPO'' ''消費者保護法'' ''自治体

会計''といった筆者の知識外のテーーマを取り上げるケ

…スが増えている。こうした場合は、学生と一緒にテ

ーー }の課題を考えることにしている。 埣業思考''と

は、指導教官も学習する場である。 ''学生と異なる''

視点を持つことが指導教官の役割となる。
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。
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        一一一rt一

若い女性向け雨湿比較

チラシの機能

販売促進とチラシ

化粧品の販売促進策

人間関係論の再検討

・媒体別広告の特色

家庭へのPC普及
カタログ販売の将来
インターーネットショッピング

テレワーーク普及の課題

マツダとトヨタの比較

アパレル業界の広告

家庭用ゲーーム機の二二

二輪車の需要構造磁

日米の雇用政策の比較

携帯電話の機能変化

市町村合併

航空チケット嚇ヤネル

低成長時代と年金会計

航空会社の価格戦略

401(K)型年金制度

軽自動車の需要動向

シングルCDの売上減少

インターーネット広告

NPOのマネジメント
退職給付会計鱒入雄出営

退職金制度の将来

銀行のM＆A
消費者保護の法律

地方自治体の経営分析

ペイオフ凍結の解禁
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(4)危機意識のテーマづくり

 ''卒麹思考''のテーーマを‘危機意識のテーマ''にす

るために、‘自分の将来と関連づけ''たテーマづくり

を指導している。

 筆者は授業で、『現在のビジネス環境、広くは私た

ちの生活環境が大きく変革している。180度の意識変

革が求められている。』と説いている，，変革の要因と

して次の3つをあげている。

 ●経済の成熟化。 ''豊かな社会''の実現。

 ●少子・高齢化社会の到来。

 ●IT(情報通信技術)の発達。

 学生が自己選択したテーマには''ITの発達''に関

連するテーtマが多い。生活者としての体験・趣味から

ある''財''をテーーマとする学生には、''豊かな社会の

実現''、そこから起こっている私たちの''購入動機の

変化''について''考える''ことを求めている。

 自らのテーマをもっていない学生には、''少子・高

齢化社会の到来''を''自らのライフプランにまつわる

テ一一マ''として考えるように問題提起している。

 ''少子・高齢化社会''の到来は竪済の成熟化''と

重なって、老人医療制度・年金制度という社会保障制

度の存続という課題を提起している。一方、企業経営

ては退職金・企業年金という退職給付制度の存続が問

われている。それは湘互扶助''、なかでも''世代間

の相互扶助''という、従来の社会保障制度の根底にあ

る基本思想の転換を求めている。わたしたちは''自助

努力・自己責任''への思想転換を求められている。

 学生に

図1を示
して、次

のように

問題提起

している、

 『日本

の年金制

度、退職

金制度は

''世代間

相互扶助''

という塾

図1 新人口推計が描く超高齢化社会

圃欝欝轟鶴
   5人    4     3     2

      圏撒聯鞘町
  2000年   2007年   2018年   一
  (注)上段の年号が新推計、下段が旧推計

(出典)12020年から礎劉(日繍謄刑)P223

想にたっています。‘年寄りへの給付は現役の若いも

のが負担する''という思想です。現在(1999年)、若

者5人が年寄り1人への給付を負担しています。しか

し、君たちが年寄りになる2049年には若者2人で年寄

り1人への給付を負担することになります。年寄りへ

の給付水準が変わらないとすれば、若者の負担は現在

の2. 5倍になります。はたして、若者が納得すると思

いますか。若者が''ノー''と言えば、君たちは自分の

老後の生活費は自分で稼ぐしかありません。』ω

 学生は年金問題、退職給付金問題を''自らの問題''

として、次のようなテーマを設定した。テーーマは企業

経営の視点と自分の生活設計の視点に分かれる。

 ●1999年度:年金会計制度・…轍艦宮とどう腱拓励

      401(K)型年金制度・・臨購金鍍とは

 ●2000年度:退職給付会計制度・・澱牛王λ囎
 ●2001年度:退職金制度の将来・・遡詮という翻鞭は劣く鋤・

 表5に、学生にテーマと関連づけて考えるように指

導した経営環境の変化を示す。

表5 テーマと経営環境との関連

卒業年度

一No

 
1
2
3
4
5
6
1
2
3
4
5
6
7
1
2
1
2
3
4
5
6
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3
4
5
1
2
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4
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ド
脈
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腔

市 少

卒業論文のタイトル 場 子

(略  称) 成 高

熟 齢

化 化

若い女性向け四誌比較 ◎

一

チラシの機能 ◎

販売促進とチラシ ◎

化粧品の販売促進 ◎

人間関係論の再検討

媒体別広告の特徴 ◎

家庭へのPC普及
カタログ販売の将来 ◎

インターネットショッピング ◎

テレワーク普及の課題

マツダとトヨタの比較 ◎

アパレル業界の広告 ◎

家庭用ゲーム機の販売戦略 ◎

二輪車の需要構造の変化 ◎

日米の雇用政策の比較 ◎

携帯電話の機能変化

市町村合併

航空機チケットの販売チャネル

低成長時代と年金会計 ◎ ◎

航空会社の価格戦略 ◎

401(K)型年金制度 ◎

軽自動車の需要動向 ◎

シングルCDの売上減少 ◎

インターネット広告

NPOのマネジメント ◎

退職給付会計鱒λと企業経営 ◎ ◎

退職金制度の将来 ◎ ◎

銀行のM＆A ◎

消費者保護の法律 ◎

地方自治体の経営分析 ◎

ペイオフ凍結の解除 ◎
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4. 情報の収集一データを''集める''情報を

         ''作る''情報を競む''

(1)情報収集のパターン

 テー一一マを決めると、次はテーマに関連する精報を

集める''というステップに移る。それから、テーマに

ついて''考える''ステップにつながる。

 ‘考える''方式には演繹的方式と帰納的方式がある。

糊題点を捜ずという活動では帰納的思考が主体と

なる。幅広い情報が活用される。しかし、仮説検証ス

タイルの''卒業思考''は演繹鯉思考である。テーマを

決めることは、思考の課題を絞りこみ、課題に対する

版説''を立てることまで含まれている。したがって、

情報の収集は''仮説を検証する''情報の収集となる。

 群馬大

学の飯塚

教授は、

情報には

図2のピ
ラミット

に示す事

物・事象

から真理

まである

と説いて

いる。(5)

 民業
思考''で

の''﨣

図2 情報のピラミット

真理 _普遍化

表6 テーマ別情報収集の手法
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(出典)「データベース」(欄轍)P3

の収集''とは、自らが立てた''仮説''という''知識''

を検証するための情報を集めることである。その対象

には''事物・事象''から''知識''まで含まれる。情報

収集活動とはデーータを''集める''活動であり、データ

を''作る''活動である。さらに、デー一vtタ。情報を''読

む''活動である。

 学生は次のような方法でデータを収集し、情報を読

んでいる。

 仮説を検証するデータを''集める''方法には、

  ●アンケートの実施

  ●企業でのヒアリング

データを''作る''方法には、

  ●身近な資料のデータ化

データ・情報を''読む''方法には、

  ●統計集の活用

  ●インターネットによるデータの収集

  ●文献・雑誌・新聞・インターネットなどの記事

   収集

があげられる。表6に、テーマ別のデータ収集・作成

方法を示す。
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若い女性向け四誌比較

チラシの機能

販売促進とチラシ

化粧品の販売促進策

人間関係論の再検討

媒体別広告の特徴

家庭へのPC普及
カタログ販売の将来
インターネットショヲピング

テレワーク普及の課題

マツダとトヨタの比較

アパレル業界の広告

家庭用ゲーム機の販轍

二輪車の需要構造の難

◎
◎

＠

＠

◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
 
◎
◎

日米の雇用政策の比較 ◎

携帯電話の機能変化 ◎

市町村合併 ◎

航空チケットの販瀞や袖 ◎

低成長時代と年金会計 ◎

航空会社の価格戦略 ◎

401(K)型年金制度 ◎

軽自動車の需要動向 ◎ ◎

シングルCDの売上減少 ◎ ◎ ◎

インターネット広告 ◎ ◎

NPOのマネジメント ◎ ◎

退職給付会計肝入と企難僧 ◎ ◎ ◎

退職金制度の将来 ◎ ◎

銀行のM＆A ◎
消瀦保護の法律 1 ◎

地方自治体の経営分析 ◎ ◎

ペイオフ凍結の解除 ◎

(2)データを''集める''

①アンケトの実施
 アンケート実施によるデータ収集の事例には3件が

ある。アンケートの目的は''仮説の検証''にある。学

生には、テーマに対する自分の仮説に沿ったアンケー

ト項目の設計を求めている。アンケ…トの対象者は学

生の身近な人たちである。
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 ●96-4化粧品の販売促進

    ・対  象:在校生、大学生、教職員

    ・調査項目:化粧品購入時の意識

 ●96一一5人間関係論の再検討

    ・対  象:卒業生

    ・調査項目:就職前と就職後の人間関係への

         意識比較
 ●OO-2 シングルCDの売上減少

    ・対  象:在校生(1、3、5年生6クラ

         ス 240人)
    ・調査項目＝音楽鑑賞の手段、小遣い使用対

         象の変化
 ②聞き取り

 データ収集の方法として学生が実行した第2の方法

に企業を訪問しての聞き取りがある。この事例には下

記の3例がある。3例とも、テーマについて文献など

で勉強し、そこで得た知識を事例検証するスタイル。

いうならば''事実・事象''いう''情報''の収集である。

複数企業から聞き取りし、 ''デー一一タ''化するというレ

ベルではない。

 ●96-6広告媒体の特徴・…  広告製作企業

●97-2アパレル業界の広告・・アパレル企業

●OO-3インターネット広告・・インターネット販

    売実施企業とチラシ広告による店頭販売主

    体の企業

(2)データを''作る''

 身近な資料を網羅的・時系列に集めたり、資料の中

身を分類・層別化することにより''データ''を作成し

た事例。以下の事例がある。 ''考える''とは情報を

''読む''ことである。情報を詰む''とは、デーータを

''作る''ことから始まる。特に1期生には''デーダ

になる素材は身近にあると説き、学生は''データを集

める'' ''データをつくり''ことから卒業研究が始めた。

 ●96-1若い女性向け四誌比較

    ・四誌の8、10、12朋の記事、広告の掲載量の

    分析
●96-2チラシの機能

    ・5、8月に配布されたチラシの商品別、業態

    別件数分析
 ●96-3販売促進とチラシ

    ・複数家電量販店配布ちらしの、シーズン別

    デザイン・キャッチフレーズ比較

 ●OO一一5退職給付会計の導入と企業経営

    ・00/9、01/3期の決算短信記事から業種別・

    企業別の退職給付決算処理比較

 ●01-4地方自治体の経営分析

    ・全都道府県のホームページから、都道府県

    貸借対象表を検索・収集し財政状況分析

(4)情報を''作る''

 97年度(2期生)以降、企業や業界、商品を対象と

するテーマを取り上げる学生が増加した。こうしたテ

ーマでは既存の統計を活用するように指導した。統計

という''デーータ''を分析して急報''を作成し、情報

を詠む''活動が卒業研究となる。統計集の活用では

『テーーマに関連する統計の所在を探し、入手する』こ

とから卒業研究が始まる。''統計捜じが指導教官の

指導テーマでもある。最近ではインターネットという

手段が統計捜しの有効な手段になっている。

 学生が活用した統計・資料には、

 ●業界団体発行の統計・パンフレット

 ●政府発行の各種「白書」

 ●企業・業界団体・地方自治体のホームページ

 ●大蔵省印刷局発行の「有価証券報告書総覧」

などがある。

(4)情報を''読む''

 『テーーマは自分で決めるように』という指導方針を

反映して、1997年度(2期生)以降、現在進行中の時

事問題をテー・一マにする学生が増加した。こうしたテー

マでは、既成の資料や統計が見当たらない。こうした

テーマの指導では、『どんな視点からテーマに取り組

むのか』と問題提起し、最初の''テーーマの絞り込み''

を重視した。取り上げる視点が絞られてくると、指導

の重点はテーマに関連ありそうな、

 ●書籍

 ●雑誌の記事

 ●新聞・雑誌のトピックス記事

の収集に移る。

 学生にはこう語っている。

 『私は、テーマに関係ありそうな資料の収集に協力

する。資料の中には皆さんの研究の視点に役立たない

ものもあるかもしれない。資料が精報''になるか否

か判断してください。役立つ''情報''を料理して自分

の''知識''をつくりだし、その結果を論文に纏めて下

さい。どう料理するか、和食にするか、中華にするか、

あるいは洋食にするかは皆さんの腕の見せ所です。』

 文献の内容を理解し、トピックス的''事象''から、

その意義・背景を考え、自分の''仮説''を立て''検証''

することが卒業研究の目玉である。学生には、

 『自分が最初に立てた''仮説''を、自分なりに''検

証''してください。仮説が''正しかっだと検証され

るとは限りません。 ''仮説は間違っていだでも結構

です。さらに言えば''仮説が正しいか正しくないかわ

からない''も一つの検証です。』

と説いている。''考える''というプロセスが卒業研究

と位置づけている。
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5. 卒業論文の作成一仮説検:証の過程を語る一 (2)発表会

(1)論文目次の作成

 データを''集め'' ''作り''、データ・情報を''読む''

活動は、自分で立てた仮説について''考える''活動で

ある。ここまでの活動は前期までにほぼ終えることを

学生に求めている。

 後期の活動の主体は、それまでの''活動結果のまと

め''に移る。その手段として、''卒業論文という作品

の完成''というゴール志向の活動スタイルをとってい
る。

 後期の始めに、学生に表7に示すような内容の「卒

業論文目次(案)」の提出を求めている。「卒業論文」

という完成品をイメージすることにより、

 ○卒業思考の思考の一貫性

 ●今までにやってきたこと

 ●今までの活動に欠けていること

 ●今後やるべきこと

が明確となる。目次の内容を埋めていくことが、以降

の''卒業思考''活動となる。

表7 卒業論文の目次(項目・様式)

 筆者が属する学科では、中間発表会と本発表会とい

う卒業研究の発表会が行われる。全教官、クラスメー

トの前で全員が発表する。

 発表会とは短い時間に、学生が1年間の活動成果を

多くの人にプレゼンテーションする場であり、機会で

ある。学生には、

 ●発表の主体は、論文目次の「4. 情報の収集・分析」

  におくこと。

 ●そのために、「3. 仮説の設定」と「5. 仮説の検証」

  を明確にすること。

 ●質疑時闇も含めて持ち時間を有効に活用すること。

を指導している。

(3)卒業論文

1，はじめに

2. テーマの絞りこ

 み

3. 仮説の設定

4. 情報の収集・分

 析

5. 仮説の検証

6. おわりに

・興味あるテーマ(''仮''テ

ーマ)の設定

・仮テーマを取り上げた理由

・仮テーマに関する課題の検

 討

・仮テーマに取り組む視点，

 課題，対象領域の絞り込み

・''{''テーマの決定

・本テーマの課題について想

定した自分の考え(仮説)

 は

・仮説を検証するために

 ・集めたデータ、資料、文

  献

 ・作ったデータ

 ・分析したデータ

 ・読んだ文献

・データの分析、文献の読み

から感じたこと

・仮説は検証されたか

・仮説と異なる結論は

・1年聞の研究活動で得たこ

と、感じたこと

 卒業思考の卒業論文は''学術論文''ではない。卒業

思考の''活動経過報告書''である。内容は「表7 卒

業論文目次(案)」に沿ったものになる。論文は活動

の''経過報告''であり、''ドキュメント''なので、

 ●「5. 仮説の検証」では、必ずしも明快な結論は必

  斜ない。''結論を出せなかった''場合も明記する

  こと。

 ●データを''集め'' ''作り'' ''読む''活動を示す資

  料も論文に入れること。もちろん、生データも入

  れること。

 ●最後の結論に参考になったか否かに拘らず、卒業

  研究の過程で目を通したり、参考にした文献・資

  料を巻末にリストアップすること。

を指導している。

6. おわりに一卒業思考を共有するために一

 学生は卒業論文を提出すると''卒業研究''という授

業は終わったと考える。しかし、 ''卒業思考''が卒業

論文の提出で終わらないように、筆者のゼミに参加し

た学生全員の論文を一つの冊子にして、卒業式までに

学生に配布することにしている。

 筆者には、論文集の配布に2っの思いがある。

 その第1は『卒業後も卒業思考を続けて欲しい。』

という思いである。2000年度ゼミ生に配布した論文集

に、学生あてのこんなメッセージを載せた。

 『1年間の卒業研究、ご苦労さんでした。論文を提

出しときの感想はどうでしたか？''終わっk''という

解放感でしたか、 ''できた''という達成観でしたか。

 わたしのゼミは、1期生から''卒業研究は自分です

るものでずという理由のもとに、 ''テーマは自分で

決めてください''というスタイルで進めています。し

たがって・指導のやりかたは''教える''というより、
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みなさんが研究を進める''手助け''をするスタイルに

しています。

 わたしがこうした卒業研究スタイルを取るのには2

つのねらいがあります。

 その1っは、みなさんに''企業''''経営''に関心を

持ってもらいたいからです。みなさんにとって‘企業''

''経営''は、決して単なる''勉強''の対象ではありま

せん。 繕生活''''人生設計''の対象なのです。学校を

出ると否応なしに''企業'' ''経営''とっきあわねばな

りません。その時に備えて、''企業''''経営''につい

て自分の視点で''考え''てもらいたいからです。ねら

いの2っ目は、勉強を''楽しい''ものにしてもらいた

いからです。‘楽しい''ものにするポイントは、やっ

た後に昌達成観''''充実感''が味わえるかどうかです。

4月から社会に出ると生きていくために''働く''こと

が要求されます。しかし、''働く''ことが''苦痛''で

あり、''飯を食う''だけの手段であったら、こんな惨

めな''人生''はありません。みなさんには‘仕事を

''楽しい''ものにしてもらいたいのです。学生の仕事

は''勉強''です。‘勉強''を卒業証書をもらうための

''手段''でなく、 ''楽しい''活動、 ''充実感'' ''達成

感''を味わえる活動にしてもらいたいのです。卒業研

究で‘勉強''することの''iilE実感'' ''達成感''を味わ

ってもらいたいのです。そのために、テーマは''自分

が関心のあるもの''''自分で決めたもの''としている

のです。』

 卒業論文集配布の第2の思いは、『卒業論文で自分

の成長を確認してもらいたい。』ということがある。

毎年配布する論文集のメッセt一一一ジ欄の最後にはこん

なことを述べている。

 『今年もみなさんの論文集を配布します。機会があ

ったらめくってみて、 ‘学生時代にどんなことを考え

ていたか''思い出し、学生時代の自分とその時の自分

と比較して、自分の成長を確認してください。その時

''学生時代は幼稚なことを考えていたんだな''と思え

たら、それはみなさんが成長した証拠です。しかし、

''卒業論文はいいことを書いてるな''と感じたら、学

生時代から成長がストップしているのかもしれません。

奮起してください。』

 また、 ''思考''という活動を学生だけの活動としな

いために、卒業論文集には筆者の雑文を載ぜることを

自らの課題としている。内容は''学術論文''でなく、

その時々に接した出来事について、筆者が''思考''し

たことを述べたものである。雑文のタイトルは以下の

通りである。

 1996年度:西園ゼミがめざしたもの

 1997年度:''学ぶ''ということ

 1998年度:''生きる力''と‘考える勉強''

 1999年度:選択・自己責任時代の教授責任

 2000年度:自分の人生への自己責任

 2001年度:''井の中のお玉じゃくじ (仮題:2001

     年度の卒業研究は進行中)
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